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今井と金子が激戦

　古屋が先行。自民支持層のおよそ８割
を固めた。今井は若さを強調し支持拡大
を狙う。立民支持層の８割超に浸透した。

　４区（自）
〈高山市、美濃加茂市、可児市など〉

　１区（自）
〈岐阜市の旧市部〉

金子　俊平　 〇自 前
今井　雅人　 〇立　前　
佐伯　哲也　 〇維　新　

土田　正光　 　諸　新　
川本　慧佑　 〇立　新　
野田　聖子　 〇自　前
山越　　徹　 　共　新　

　２区（自）
〈大垣市、海津市など〉

　３区（自）
〈美濃市、関市、各務原市など〉

三尾　圭司　 　共　新　
大谷由里子　 〇国　新　
棚橋　泰文　 〇自 前

阪口　直人　 〇立　元　
武藤　容治　 〇自 前

　今井と金子が競り合う。今井が立民支
持層の９割、共産支持層の８割を固める。
金子は自民支持層の８割近くに浸透する
が、無党派層の支持は今井がリード。
　５区（自）
〈多治見市、中津川市、瑞浪市など〉
古屋　圭司　 〇自　前
今井　瑠々　 〇立　新　
山田　良司　 〇維　元　
小関　祥子　 　共　新　

　自民党総裁選に出馬した野田が優位な
戦い。自民、公明支持層の９割近くを固
める。川本は立民支持層の８割弱に浸透
する。山越は比例票を掘り起こす。

　棚橋が知名度の高さで安定する。自民
支持層の９割近くをおさえ、立民支持層
の２割弱も取り込む。大谷と三尾は野党
支持層の票を食いあう。
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細野が安定
　１区（自）
〈静岡市西部〉
高橋　美穂　 〇国　元　
青山　雅幸　 〇維　前　
上川　陽子　 〇自 前
遠藤　行洋　 〇立　新　
　法相を務めた上川が高い知名度で大き
く先行する。野党は候補が乱立し政権批
判票を食い合う。遠藤は立民支持層８割
を固めるが支持に広がりを欠く。青山、
高橋は厳しい戦いだ。
　２区（自）
〈島田市、焼津市、藤枝市など〉
山口　祐樹　 　共　新　
井林　辰憲　 〇自 前
福村　　隆　 〇立　新　
　井林が自民支持層の９割近くをおさえ
優位に立つ。高齢者からの支持が目立つ。
福村は立民支持層の８割に浸透する。山
口は追い上げに懸命だ。
　３区（自）
〈磐田市、掛川市、袋井市など〉

　４区（自）
〈静岡市東部、富士宮市など〉
深沢　陽一　 〇自 前
田中　　健　 〇国　新　
中村　憲一　 〇維　新　

　保守分裂の戦いで、無所属の細野が優
位に立つ。自民支持層は細野と吉川でほ
ぼ分け合う。吉川は公明支持層で細野に
水をあけられている。小野は立民支持層
を半数超しか固めきれていない。

小山　展弘　 〇立　元　
宮沢　博行　 〇自 前

　５区（希）
〈富士市の一部、三島市など〉
細野　豪志　 　無　前　
小野　範和　 〇立　新　
吉川　　赳　 〇自 前　
千田　　光　 　諸　新　

　小山と宮沢が激しく競る。小山は立民、
共産各支持層の９割を固め、無党派層の
支持もリードする。宮沢は自民支持層の
９割近くをおさえる。

　６区（希）
〈沼津市、熱海市、下田市など〉
勝俣　孝明　 〇自 前
山下　洸棋　 〇維　新　
渡辺　　周　 〇立　前　
　渡辺と勝俣が横一線だ。渡辺は立民支
持層の９割弱、勝俣は自民支持層の８割
弱をそれぞれ固める。無党派層からの支
持は渡辺が優位に立つ。山下は支持拡大
を訴える。
　７区（自）
〈浜松市西部、湖西市〉
日吉　雄太　 〇立　前　
城内　　実　 〇自　前

　深沢がリードする。故望月義夫の地盤
を引き継ぎ自民支持層の９割弱を固め

る。田中は野党支持層の５割にしか浸透
していない。

　城内が大きくリードする。自民支持層
の９割を固め、 歳代を除く全世代で日
吉を上回る。日吉は立民支持層の８割弱
をおさえた。
　８区（自）
〈浜松市東区、中区と南区の各一部〉
源馬謙太郎　 〇立　前　
塩谷　　立　 〇自 前
　野党候補が一本化され源馬がやや先行
する。立民支持層の９割弱を固め、共産
から支援を受ける。塩谷は自民、公明支
持層への浸透が７割前後で、組織を引き
締める。

岡田、知名度で圧倒

神田と西川　混戦模様

立民「７」以上見込む
　自民は８議席を固め９議席も視野に入
れる。立民は７議席以上の見込みだ。公明
は２議席を固め３議席の可能性がある。
共産は１議席から２議席へ上乗せもあり
うる。維新は１議席を確保する見通し。
【自　民】①野田聖子 ※前①棚橋泰文
※前①武藤容治 ※前①金子俊平 ※
前①古屋圭司 ※前①上川陽子 ※前①
井林辰憲 ※前①宮沢博行 ※前①深沢
陽一 ※前①吉川赳 ※前①勝俣孝明
※前①城内実 ※前①塩谷立 ※前①
熊田裕通 ※前①中川貴元 ※新①池田
佳隆 ※前①工藤彰三 ※前①神田憲次
※前①丹羽秀樹 ※前①鈴木淳司 ※
前①伊藤忠彦 ※前①長坂康正 ※前①
青山周平 ※前①石井拓 ※新①今枝宗
一郎 ※前①根本幸典 ※前①田村憲久
※前①川崎秀人 ※新①石原正敬 ※
新①鈴木英敬 ※新 山本左近 新 木
造燿子 新 森由起子 新 松本忠真
新 岡本康宏 新
【立　民】①川本慧佑 ※新①阪口直人
※元①今井雅人 ※前①今井瑠々 ※
新①遠藤行洋 ※新①福村隆 ※新①小
山展弘 ※元①小野範和 ※新①渡辺周
※前①日吉雄太 ※前①源馬謙太郎
※前①吉田統彦 ※前①近藤昭一 ※
前①牧義夫 ※前①西川厚志 ※新①松
田功 ※前①森本和義 ※元①伴野豊
※元①岡本充功 ※前①藤原規真 ※
新①重徳和彦 ※前①大西健介 ※前①
田中克典 ※新①関健一郎 ※前①松田
直久 ※元①中川正春 ※前①坊農秀治
※新 芳野正英 新 大島もえ 新
【公　明】①大口善徳 前②伊藤渉 前
③中川康洋 元④国森光信 新⑤越野優
一 新
【共　産】①本村伸子 前②島津幸広 元
③長内史子 新
【維　新】①佐伯哲也 ※新①山田良司
※元①青山雅幸 ※前①中村憲一 ※
新①山下洸棋 ※新①中田千代 ※新①
岬麻紀 ※新①杉本和巳 ※前
【国　民】①大谷由里子 ※新①高橋美
穂 ※元①田中健 ※新①古川元久 ※
前
【れいわ】①安井美沙子 ※新①菅谷竜
※新
【社　民】①平山良平 新
【Ｎ　党】①山田いずみ ※新

　 区（自）
〈豊橋市、田原市〉

　重徳が先行し青山が追う。重徳は立民
支持層の９割を固め、無党派層の半数超、
自民支持層の２割にも浸透する。青山は
自民支持層の７割弱をまとめた。

　丹羽が安定した戦いを進め、松田が追
う。丹羽は自民支持層の９割弱を固める。
松田は立民支持層の８割近くに浸透す
る。内田は埋没回避に全力をあげる。

　１区（自）
〈名古屋市東、北、西、中区〉
熊田　裕通　 〇自　前
門田　節代　 　Ｎ　新　
吉田　統彦　 〇立　前　

　八木が手堅い戦いを展開する。自民支
持層の９割近くを固めた。本多は消費税

　神田と西川が横一線となっている。神
田は自民支持層の７割近くを固める。西
川は立民支持層の８割に浸透する。

　根本と関が激しく争う。根本は国交政
務官の実績を訴える。自民支持層の８割
強、公明支持層の８割弱をおさえる。関
は立民支持層の９割近くに浸透する。

　厚生労働相を務めた田村が優位に戦い
を進める。自民支持層の９割を固め、立
民支持層の２割にも食い込む。松田は立
民支持層の７割に浸透し追い上げる。

　知事を３期途中まで務めた鈴木が優勢
だ。自民支持層の９割超を固める。坊農
は立民支持層の７割弱をおさえ追い上
げに懸命。共産の中川は党勢拡大を目指
す。

菅谷　　竜　 〇れ　新　
関　健一郎　 〇立　前　
根本　幸典　 〇自 前

　 区（希）
〈碧南市、刈谷市、安城市など〉

　伴野と伊藤が競り合う。伴野は立民支
持層の９割弱に浸透する。伊藤は自民支
持層の８割超をおさえた。

　鈴木がリードする。鈴木は自民支持層
の９割近くを固めた。森本は立民支持層
の８割弱に浸透した。

須山　初美　 　共　新　
森本　和義　 〇立　元　
鈴木　淳司　 〇自 前

　３区（無）
〈四日市市北部、桑名市など〉
岡田　克也　 　立　前　
石原　正敬　 〇自　新

古川　元久　 〇国　前　
中川　貴元　 〇自　新

　 区（希）
〈豊田市の旧市部など〉

重徳　和彦　 〇立　前　
青山　周平　 〇自 前

　吉田を熊田が追い上げる。吉田は立民
支持層のおよそ９割を固めた。高齢層の
支持が熊田を上回る。熊田は自民支持層
の８割弱をまとめた。

　８区（自）
〈半田市、常滑市、東海市など〉

岬　　麻紀　 〇維　新　
西川　厚志　 〇立　新　
神田　憲次　 〇自 前

　３区（立）
〈名古屋市昭和、緑、天白区〉

内田　　謙　 　共　新　

池田　佳隆　 〇自 前
近藤　昭一　 〇立　前　

　古川が野党支持層を固めて安定した戦
い。とくに 、 歳代の支持が厚い。中
川は自民支持層への浸透が６割ほどにと
どまる。市議時代の実績をアピールする。

伴野　　豊　 〇立　元　
伊藤　忠彦　 〇自 前

　５区（立）
〈名古屋市中村、中川区など〉

　９区（自）
〈津島市、稲沢市、弥富市など〉
長坂　康正　 〇自 前
岡本　充功　 〇立　前　

　６区（自）
〈春日井市、犬山市、小牧市など〉

　 区（自）
〈一宮市の旧市部、岩倉市など〉

　４区（自）
〈名古屋市瑞穂、港、南、熱田区〉

　近藤がリードする。立民支持層の９割
近くをまとめる。池田は自民支持層への
浸透が７割弱にとどまる。

　牧と工藤が激しく競る。牧は立民支持
層の９割を固めた。工藤は自民支持層の
８割弱をまとめた。それぞれ態度未定の
無党派層の取り込みに躍起だ。

　２区（希）
〈名古屋市千種、守山、名東区〉

江崎　鉄磨　 　自 前
安井美沙子　 〇れ　新　
藤原　規真　 〇立　新　
板倉　正文　 　共　新　
杉本　和巳　 〇維　前　
　江崎と杉本、藤原を中心に混戦。江崎
は自民支持層の６割を固める。杉本は自
民支持層の２割にも食い込む。藤原は立
民支持層の７割超に浸透する。

石井　　拓　 〇自　新
大西　健介　 〇立　前　

工藤　彰三　 〇自 前
中田　千代　 〇維　新　
牧　　義夫　 〇立　前　

　７区（無）
〈瀬戸市の一部、大府市など〉

　大西を石井が追う展開だ。大西は立民
支持層の９割を固め、自民支持層の一部
にも食い込む。 歳代以上の支持が厚い。
石井は自民支持層の７割近くに浸透す
る。
　 区（自）
〈豊川市、蒲郡市、新城市など〉

松田　　功　 〇立　前　
丹羽　秀樹　 〇自 前

八木　哲也　 　自 前　
本多　信弘　 　共　新　
梅村　忠司　 　無　新　

田中　克典　 〇立　新　
今枝宗一郎　 〇自 前
野沢　康幸　 　共　新　
　今枝が安定した戦いだ。今枝は自民支
持層の９割超を固める。田中は立民支持

　 区（無）
〈岡崎市、西尾市〉

層の９割弱に浸透する。野沢は党勢拡大
を目指す。

　１区（自）
〈津市、松阪市〉
松田　直久　 〇立　元　
田村　憲久　 〇自 前
山田いずみ　 〇Ｎ　新　

　２区（無）

　岡田が安定している。高い知名度で立
民支持層をほぼ固めきった。自民支持層
も３割弱を取り込む。石原は自民支持層
の６割にしか浸透していない。無党派層
への支持拡大も課題だ。

　中川がややリードする。立民支持層の
９割を固め共産支持層の８割近くに浸透
する。川崎は引退した父・二郎の地盤を
継ぎ自民支持層の８割弱をおさえた。

　４区（自）
〈伊勢市、尾鷲市、鳥羽市など〉
中川　民英　 　共　新　
坊農　秀治　 〇立　新　
鈴木　英敬　 〇自　新

　岡本と長坂が競る。岡本は立民支持層
の９割弱をおさえた。長坂は自民支持層
の８割弱を固めた。

〈四日市市南部、鈴鹿市など〉
中川　正春　 〇立　前　
川崎　秀人　 〇自　新

減税などを訴える。前職の古本伸一郎は
不出馬を決めた。

山下と津村　競り合う

林、くら替えへ支持着々

斉藤、自民にも浸透

　自民は５議席を確保する見通しとなっ
た。立民は３議席を得る可能性がある。
公明は２議席の公算が大きい。維新は１
議席を見込む。共産は議席獲得が微妙だ。
【自　民】①石橋林太郎 新②石破茂 ※
前②赤沢亮正 ※前②高見康裕 ※新②
逢沢一郎 ※前②山下貴司 ※前②阿部
俊子 ※前②橋本岳 ※前②加藤勝信
※前②新谷正義 ※前②寺田稔 ※前
②小島敏文 ※前②小林史明 ※前②高
村正大 ※前②岸信夫 ※前②林芳正
※新②安倍晋三 ※前⑱高階恵美子
新⑲杉田水脈 前⑳畦元将吾 前 小
林孝一郎 新 徳村純一郎 新
【立　民】①湯原俊二 ※元①亀井亜紀
子 ※前①山本誉 ※新①原田謙介 ※
新①津村啓介 ※前①森本栄 ※新①柚
木道義 ※前①はたともこ ※新①大井
赤亥 ※新①ライアン真由美 ※新①上
野寛治 ※新①野村功次郎 ※新①佐藤
公治 ※前①佐藤広典 ※新①大内一也
※新①坂本史子 ※新⑰加藤寿彦 新
⑱姫井由美子 新
【公　明】①平林晃 新②日下正喜 新
③長谷川裕輝 新
【共　産】①大平喜信 元②住寄聡美 新
【維　新】①瀬木寛親 ※新①空本誠喜
※元③喜多義典 新
【国　民】①樽井良和 元
【れいわ】①竹村克司 ※新
【社　民】①有田優子 ※新
【Ｎ　党】①矢島秀平 ※新

自民、「５」確保の見通し

　１区（自）
〈鳥取市、倉吉市、岩美郡など〉
石破　　茂　 〇自 前
岡田　正和　 　共　新　
　石破が盤石。高い知名度で手堅い選挙
戦を進める。自民支持層の９割のほか立
民支持層の５割にも浸透する。岡田は共

産支持層以外への支持拡大を目指す。
　２区（自）
〈米子市、境港市、西伯郡など〉
赤沢　亮正　 〇自 前
湯原　俊二　 〇立　元　
　赤沢を湯原が猛追する。赤沢は自民支
持層の８割を固め地元経済界を中心に支
援の輪を広げる。湯原は立民支持層の９
割近くに浸透する。

石破盤石、幅広く浸透

　参院からのくら替えを目指す林が圧倒
する。自民支持層の９割に浸透する。前
職の河村建夫との公認争いの影響はみら
れない。坂本は立民支持層を６割弱しか
固めていない。

　阿部と平沼が横一線になっている。阿
部は自民支持層の５割に浸透する。平沼
は自民支持層の４割に食い込む。森本は
追い上げを目指す。

　１区（自）
〈岡山市西部など〉
逢沢　一郎　 〇自　前
余江　雪央　 　共　新　
原田　謙介　 〇立　新　
　逢沢が自民支持層の８割を固めすべて
の年代でリードし優位に選挙戦を進め
る。原田は立民支持層の９割弱に浸透す
る。余江は消費税減税を掲げる。
　２区（自）
〈岡山市東部、玉野市、瀬戸内市〉
山下　貴司　 〇自 前
津村　啓介　 〇立　前　
　山下と津村の接戦になっている。山下
は法相を務めた知名度もあり自民支持層
の８割に浸透する。津村は立民支持層の
９割弱をおさえる。 歳代からの支持は
山下を上回る。
　３区（無）
〈津山市、備前市、和気郡など〉
阿部　俊子　 〇自 前
平沼正二郎　 　無　新　
森本　　栄　 〇立　新　
尾崎　宏子　 　共　新　

　４区（自）
〈倉敷市の旧市部など〉
橋本　　岳　 〇自 前
柚木　道義　 〇立　前　
中川　智晴　 　無　新　
　橋本と柚木が競り合う。橋本は自民支
持層の８割近くに浸透する。柚木は立民
支持層の９割を固め、共産からの支援も
得る。
　５区（自）
〈総社市、笠岡市、井原市など〉
加藤　勝信　 〇自 前
美見　芳明　 　共　新　

はたともこ　 〇立　新　
　官房長官を務め知名度が高い加藤が独
走する。自民支持層の９割をまとめる。
はたは女性の政治参画や子育て政策を訴
え立民支持層の７割を固める。

　１区（自）
〈広島市中、東、南区〉
上出　圭一　 　諸　新　
岸田　文雄　 　自 前
大西　　理　 　共　新　
有田　優子　 〇社　新　
　岸田が他を圧倒する。自民支持層を固
めきり、世代や性別を問わず幅広い支持
を得る。大西は共産支持層以外への広が
りがない。有田は党勢拡大を目指す。
　２区（自）
〈広島市西、佐伯区、廿日市市など〉
平口　　洋　 　自 前
大井　赤亥　 〇立　新　
　平口がリードする。自民支持層の８割
を固め、全世代で大井を上回る。野党候
補が一本化され大井は追い上げに躍起
だ。立民支持層の９割弱に浸透した。
　３区（自）
〈広島市安佐南、安佐北区など〉
大山　　宏　 　無　新　
矢島　秀平　 〇Ｎ　新　
斉藤　鉄夫　 　公　前
玉田　憲勲　 　無　新　
ライアン真由美　 〇立　新　
瀬木　寛親　 〇維　新　
　小選挙区に初挑戦する斉藤が先行す
る。自民支持層の７割弱を固め上積みを
目指す。ライアンは政治とカネの問題を
取り上げ立民支持層の８割強をまとめ
る。瀬木は比例票の掘り起こしに注力。
　４区（自）
〈広島市安芸区、安芸郡など〉

空本　誠喜　 〇維　元　
新谷　正義　 〇自 前
中川　俊直　 　無　元　
上野　寛治　 〇立　新　
　新谷が優位に戦いを進める。自民支持
層の７割弱をおさえる。高齢者の支持が
厚い。上野は立民支持層の７割を固める。
それ以外の層の開拓を目指す。空本、中
川は切り込みを図る。
　５区（自）
〈呉市、竹原市、豊田郡など〉
野村功次郎　 〇立　新　
寺田　　稔　 〇自 前
　寺田が他を突き放す。地元経済界から
支援を受け自民支持層の９割弱を固め
る。ほぼ全世代からまんべんなく支持を
受ける。野村は立民支持層の９割弱に浸
透する。無党派層は寺田を上回る。
　６区（希）
〈尾道市の旧市部、庄原市など〉
佐藤　公治　 〇立　前　
小島　敏文　 〇自 前
　佐藤と小島が一騎打ちで競る。佐藤は
立民支持層をほぼ固めきった。自民支持
層の２割強にも食い込みを見せる。小島
は自民支持層の７割弱をおさえ、上積み
を目指す。
　７区（自）
〈福山市〉
佐藤　広典　 〇立　新　
橋本　加代　 　無　新　
村井　明美　 　共　新　
小林　史明　 〇自 前
　小林が独走する。デジタル化の推進を
掲げ、自民支持層の９割弱をまとめた。
特に高齢層の支持が厚い。佐藤は立民支
持層の９割弱を固め追い上げを図る。村
井は党勢拡大を目指す。

　１区（自）
〈山口市の一部、周南市西部など〉
大内　一也　 〇立　新　
高村　正大　 〇自 前
　高村が安定した戦いだ。強固な後援会
組織を背景に自民支持層の９割近くを固
める。全ての年代で幅広く浸透する。大
内は立民支持層の９割弱をおさえ、無党
派層の支持は高村を上回る。
　２区（自）
〈岩国市、光市、周南市東部など〉
松田　一志　 　共　新　
岸　　信夫　 〇自 前
　知名度の高い岸が大差をつける。自民
支持層の９割超を固め、年代や職業を問

わずリードする。松田は野党統一候補と
なったが、立民支持層への浸透は５割超
にとどまる。
　３区（自）
〈宇部市、萩市、山陽小野田市など〉
坂本　史子　 〇立　新　
林　　芳正　 〇自　新

　４区（自）
〈下関市、長門市〉
安倍　晋三　 〇自　前
竹村　克司　 〇れ　新　
大野　頼子　 　無　新　
　安倍は抜群の知名度で独走する。自民
支持層の９割近くを固める。年代、職業
を問わず突き放す。竹村は野党支持層に
３割程度しか浸透していない。大野は立
民支持層などに食い込む。

　 期目を目指す細田が知名度をいかし
ややリードする。自民支持層の８割を固

める。立民の亀井は立民支持層の９割に
浸透する。共産の支援も得る。

　高見が９月に死去した竹下亘の地盤を
受け継ぎ先行する。自民支持層の８割を
固めた。山本は立民支持層の８割弱をお
さえた。

　１区（自）
〈松江市、安来市、隠岐郡など〉
亀井亜紀子　 〇立　前　
細田　博之　 　自 前
亀井　彰子　 　無　新　

　２区（自）
〈浜田市、益田市、大田市など〉
向瀬　慎一　 　共　新　
山本　　誉　 〇立　新　
高見　康裕　 〇自　新

高見、竹下氏の地盤継ぐ


